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【論文要旨】
本稿は，政治家と選挙区という観点から，三木武夫が徳島県知事選挙にどのように対応したのか
を明らかにするものである。
1947年知事選で，三木は大神甚三郎を支援したが，大神は落選した。この段階で，徳島におけ
る三木の権勢はまだ確立されていなかった。続く 1951年の知事選で，三木は社会党離党を条件に
蔭山茂人を支援したが，再度敗北を喫した。 1955年の知事選では静観の構えを取り，他系統の原
菊太郎が当選した。その後3選を果たした原は1965年8月，病気のため任期途中で辞任した。こ
れを受け，三木は直系の武市泰信を知事選に出馬させ，武市が当選した。直系の知事を持ったこと
は，徳島における三木武夫王国が完成したことを意味した。
三木が総理大臣を辞任した後，徳島では後藤田正晴が頭角を現し始めており， 1981年の知事選
で直系の武市泰信が，後藤田の推す三木申三に敗れた。この後，三木武夫の徳島における勢力の衰
退に拍車がかかった。三木武夫の徳島知事選に対する影響力は，三木の徳島における権勢の程度が
深く関わっていたのである。
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はじめに
本稿の目的は，三木武夫が徳島県の知事選にいかに関わったのかを明らかにすることにある。
国会議員にとって，知事選は重要な選挙のーっとなっている。戦前，都道府県知事は住民の意思
に関わらず，内務省の意向で就任する人物が決定された官選のポストで，赴任した知事は2年ほ
どで異動となっていた。こうした知事の選定のあり方は，戦後のGHQによる占領改革のなかで改
められた。すなわち，住民自治の考えから，住民の選挙による知事の公選が導入されたのである。
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このことは，国会議員が自らの系統の人物を知事選に擁立して知事とするととも可能左なったこ
とを意味した。直系の知事を持つことの重要性は，以下の後藤田正晴の証言が示唆的である10
選挙になると三木さん自身は徳島には帰れませんわね。みんな同志の応援ですね。だから知事
が，それなりの手配をしなければならんということになる。…・υ 相当な選挙の妨害を受けまし
たね。だから，この知事じゃ具合が悪いということで，あとでこの知事を私が落としたんです。
この後藤田の証言からは，直系の知事を持った国会議員は自らの選挙が有利となり，ひいてはそ
の議員の県内における権力を増大させる効果毛どもたらすことができたことがうかがえる。反対に，
直系の知事を持たない議員にとっては，自らの選挙に不利な状況となっていたこ友を意味した。と
りわけ，徳島のような衆参とも全県一区の場合には，その影響力は大きなものとなっていた。こう
して，国会議員にとっては知事選も重要な選挙となっていったわけである。しかるに，従来の政治
家研究において，その政治家が自らの選挙区の知事選にどのように対応したのかについては，ほと
んど考察されていない20 そもそも，政治家研究においては中央政界における活動の分析が中心と
なっており，政治家の選挙区に関する研究は等閑視されているように思われる。三木武夫に限ら
ず，特定の政治家を研究する場合，その政治家が白らの選挙区でどのような支民体制を築いたの
か，選挙区内に関してどのように活動したのかを考察する必要がある。こうしたことが当選を続け
るための一条件だったためである。
以下， 1947年から1985年までの知事選において，三木武夫がどのように対応したのかを見てい
しなお，本稿で最も依拠する『徳島新聞』については，引用の煩墳を避けるため， (徳島)と略
記し，発行された日付左左もに本文中に組み込んだ。
第 1章戦後初の公選知事選挙 (1947年4月)
第一回の知事選にあたり，徳島県において有力な知事候補と目されていたのは，他県同様に官選
知事である。特に， 1945年6月から徳島県知事となっていた岡田包義の出馬が注目されていた。
岡田も出馬に前向きであったが， 1946年2月に北海道長官へ栄転した。また，岡田の後任の床次
徳二も出身地である鹿児島県の知事選に出馬するごとになり，徳島県の知事選への立候補を見送っ
た。こうして，徳島では官運知事が知事選に出馬する可能性はなくなった。
官選知事にかわり，県内ではさまざまな人物の知事選出馬が取り沙汰されていた。ただし，すで
に，公職追放が1946年1月より開始されており，出馬にあたっては資格審査を受ける必要があっ
た。知事選については， 1947年2月5日に資格審査申請調査表の提出が開始される頃でも，内務
官僚の阿部邦一，社会党県連会長の阿部五郎，元外務省調査官の蔭山茂人，徳島商工会議所会頭の
原菊太郎，戦前の衆議院議員だった真鍋勝や三木興吉郎，県の農業会副会長の赤沢興仁，県森連会
長の岸野牧夫，回同配電徳島支庖長の大神甚三郎，学者の堀江邑ーなどの出馬が取り沙汰されてい
た。その後，公職追放の該当，衆院選や参院選への出馬，出馬そのものの取り止めがあり， 3月15
日に告示される左，社会党の阿部五郎，無所属の阿部邦一友大神甚三郎が立候補を届け出，知事選
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は3名により争われることになった。もっとも，これらの候補者が決まるまで好余曲折を経てい
た。
まず社会党についてである。社会党本部には蔭山茂人が公認を要請していた。蔭山は阿波町出身
で，前年11月に社会党に入党しており，知事選出馬に意欲的だった。しかし，社会党の徳島県連
内には蔭山の出馬に反対が多く，県連会長の阿部五郎を知事選に担ぎ出す動きが有力であった。県
連は， 2月9日に阿部を知事選に擁立する方針を決定したものの，阿部を衆院選に推す意見もあ
り，阿部自身も衆院選出馬に意欲を示していた(徳島， 1947年2月10目)。しかし，衆院選に社会
党から桜川影雄が立候補することになり，県連内部から，衆院選に社会党から二名の候補者を出し
て票が割れることを防止するため，阿部に知事選に出馬するよう要望が出された。これを受け，阿
部は知事選に出馬することを決意した。ところが，告示後の3月16日になり，社会党本部から蔭
山を知事選に，阿部を衆院選に公認する旨の電報がもたらされた(徳島， 1947年3月18日)。知事
選出馬に固執していた蔭山の働きかけによるものと思われる。しかし，徳島県連はこれに反発し，
阿部自身も知事選の運動を継続した。このため，蔭山は知事選出馬を断念し，参院選に回った。
一方，三木が所属した国民協同党も，知事選の候補者公認をめぐって撞まりを欠いていた。国民
協同党は， 1947年3月8日に協同民主党と国民党が合併して成立した政党である。合併以前の段
階で，協同民主党は大神を，国民党は阿部邦ーを公認予定であり，合併後はいずれを公認するかが
問題であった。この問題を複雑にしたのは，徳島選出の衆議院議員の三木武夫と岡田勢ーが国民協
同党の指導的地位に就いていたことである。三木は協同民主党，岡田は国民党の出身で，知事選の
公認候補選定をめぐって互いに引かない状況となっていた。
三木が推したのは，大神甚三郎である。とはいえ，自ら積極的に候補者を選定したわけではな
い。大神は早くから柏原大五郎を通じて三木に接触し，自らを支援するよう求めていた。柏原は三
木の有力な後援者の一人で，この関係から三木も柏原が推す犬神を知事選の候補者としたのであ
る。他方，岡田は阿部邦ーを支援していた。党の実力者である三木と岡田が異なる候補者を推そう
とする状況を改善し，公認候補を一本化すべく，国民協同党の結成に先立つて，三木と岡田との間
で三日間にわたって公認候補問題が協議された。このなかで岡田は「新党公認としては大神氏を認
めるが，岡田個人としては阿部邦一氏を支持する」ことを明らかにし，さらには大神を参院選に出
馬させることを提案した。しかし，玉木はあくまでも大神の公認を主張し，両者の協議は平行線を
辿った(徳島， 1947年3月11日)。
こうして国民協同党の公認問題は，告示後も決着がつかなかった。この事態を，公認をめぐる電
報が一層紛糾させ，かっ最終的な決着をもたらすことになる。 17日になり，国民協同党本部から
大神を公認する旨の電報が県支部に届けられた。これに阿部邦一陣営が反発するなかで，今度は岡
田勢ーから大神も阿部邦ーも公認しない旨の電報が入電した。三木と岡田との電報の打ち合いとい
う状況となり，公認問題を最終的に決着させるため，両者は17日に会談し，その結果，①大神と
阿部邦ーのいずれも国民協同党は公認せず，それぞれ無所属で戦う，②三木は大神を，岡田は阿部
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邦ーをそれぞれ個人の立場で応援する，③知事選終了後，両者は行き掛かりを一掃して党の発展に
努力する，という 3項目で合意した(徳島， 1947年3月18日)。つまり，国民協同党は候補者の一
本化を断念したのである。このことは，この知事選で国民協同党が分裂選挙を戦うことを意味した。
投票の結果，阿部五郎が当選を果たした。三木が支援した大神は，三好郡ではトップの票を獲得
したものの，他のすべての市と郡で最下位に沈んだ。大神と阿部邦ーの票を合わせると，当選した
阿部五郎の票を優に超える。この両者が票を奪い合った結来，阿部五郎が当選を果たした。
この知事選は，徳島県内における三木の勢力が，まだ確立されていなかったこと守面長させた。
1946年と1947年の衆院選で，三木はトップ当選を呆たしていた。戦前の有力者が公職追放となる
なかで追放を免れた三木は，県内の地盤を拡張させはじめており，自らの選挙は盤石となりつつあ
った。しかし，衆院選以外の選挙に自らの権勢をふるうことができるまでには，徳島県政における
三木の影響力は強固なものとはなっていなかったのである。その要因としては，戦前と戦後では，
徳島県の選挙区が異なっていたことが挙げられる。徳島県の場合，衆院選の選挙区は1946年から
全県一区となっていたが，戦前は二つの選挙区に分かれており，三木は第二区から出馬していた。
そのため，戦前は自らの選挙区外だった徳島市などの第一区には，十分な地盤ができあがっていな
かった。加えて，有力な知事候補を持たなかった。そのために政治経験も行政経験のなかった大神
を擁立せざるを得ず，惨敗を喫したのである。
また，今ひとつ指摘すべきは，国民協同党における三木と岡田勢ーとの関係である。いずれも党
の要職にあった三木と岡田が，別の候補を推した場合の調整の困難さを，この時の知事選は露呈さ
せた。合併以前に別々の候補者を支援していた状況もあり，三木は岡田との決定的な対立を回避
し，国民協同党を大神支援で一本化させなかったのである。岡田を抑えるだけの力がまだ豆木には
なかった。この次の知事選挙においても，三木と岡田は異なる候補を支援することになる。
第2章 1951年の徳島県知事選挙と三木武夫
初代公選知事の阿部五郎は，病臥して半年以上勤務できなかった。阿部五郎の次期知事選出馬は
困難と見られ， 1950年末から翌年の知事選を見据えた動きが顕在化しはじめる。
まず， 1950年12月9日，社会党県連は蔭山茂人を公認することを決定した(徳島， 1950年12月
10日)。前回， I笹川lは社会党県連からの支持を得られず，参院選に出馬して務選していた。落選
後，阿部五郎知事のもとで副知事に任命され，さらに阿部知事が病気となると，県政を取り仕切っ
ていた。当初県連は現職の阿部五郎を再度出馬させることを決定したが，阿部が病気を理由に立候
補を辞退，かわって蔭山を推薦して，県連もこれを了承した。次いで，自由党は県支部の役員会で
阿部邦ーを公認することを決定した(徳島， 1951年1月8日)。阿部邦ーは前回の知事選で敗れ，
雪辱を期しての再出馬となったが，自由党県連内には阿部の公認に批判的な者も存在していた。ま
た，徳島市長の原菊太郎も出馬を表明した。原は前回の知事選でも出馬の意向だったが，関係の深
い大神甚三郎が出馬したと左を受けて取りやめ， 1948年の徳島市長選挙に当選して徳島市長に就
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任していた。原には，阿部邦ーの公認に批判的な自由党の一部のほか，後述のように閏民民主党の
岡田勢ーも支援しており，三三つ巴の争いが繰り広げられることになった。
他方，三木が所属する国民民主党3は，独自候補の擁立を模索していた。三木は，那賀郡の出身
で中小企業庁長官の小笠公習を擁立すべく働きかけていた。しかし，小笠は出馬に必ずしも意欲的
だったわけではなく，自由党と民主党による保守統一候補としてならば出馬してもよいという姿勢
を示していた。三木は1950年9月の渡米以前には，小笠が保守統一候補として出馬する ζ とを容
認していたようである。しかし， 1951年1月に帰国した段階で，情勢は大きく変化していた。自
由党県連が阿部邦ーを知事選の公認候補と決定し，保守統一候補の可能性は消滅していた。そのた
め，小笠は1月19日に徳島で，保守統一候補としてなら出てもいいがそのような情勢ではなし
慎重を期したい旨を述べ，知事選に出馬しない意向を明らかにした(徳島， 1951年l月20日)。衆
院選出馬を検討し始めていたことも，小笠が知事選出馬を見送った要因であった。
小笠の出馬見送りで独自候補の擁立が困難となると，すでに立候補を表明している 3名のう
ち，国民民主党がどの候補を支援するかが注目された。具体的には，自由党との保守連合か，社会
党と組む野党連合か，であるの国民民主党に対しては，自由党，社会党からそれぞれ連携の申し入
れがなされており，国民民主党の幹事長に就任した三木を中心に，党内でも対応が協議されていた。
その後，三木は， 2月17日に徳島に帰県し，知事選の候補者について，①地方選挙に対する国民
民主党の方針は，公認候補を立てるのを原則とし，候補者がいない場合には無所属候補者のなかか
ら準公認として応援する。徳島の知事選では原か醸山を応援することになる，②社会党から自覚の
候補者を応援して欲しい旨の申し入れがあったが，平和三原則を掲げている社会党の公認候補を応
援できない。しかし，社会党を離党して無所属候補となるならば個人として応援する，という旨を
明らかにした(徳島， 1951年2月18日)。三木は，独自候補を民主党が擁立することができなかっ
たため，社会党からの離党を条件として，蔭山を支援することを表明したのである。
三木の声明を受け，蔭山は即日社会党から離党し，社会党県連もこれを承認した。離党にあた
り， r単にわが党の候補者たるにとどめず，進歩的陣営共通の候補者として立候補せしめることに
意見の一致をみたJ(社会党県連)， r県民福祉のためには無党無派であることがよいと思うJ(蔭山)
との声明が出されたが(徳島， 1951年2月18日)，離党が三木の支援を得るための方便であること
は明白であった。事実，ごのえ木声明から蔭山離党までの動きは不評であり，社会党の県連内から
も批判の声が上がった(徳島， 1951年2月20日)0~徳島新聞』も「投票は果して誰のものか ?J
と題する社説を掲げ， r蔭山氏の離党が本来不可能であるとともに，蔭山氏の離党を是認した県連
の態度も，また奇怪極まるものに映ぜざるを得ない」と社会党の対応を，また三木についても「県
政界の寵児であり，中央においてようやく大を為しつつある現状を思う時，おしみても余りある軽
率でないか」としてそれぞれ痛烈に批判し，有権者に対しては「諸君は衆議院議員三木武夫氏に多
くの票を投じたであろう o しかしそれはどこまでも，衆議院議員三木武夫を支持しただけであっ
て，それが三木の地盤として，三木の私有財産の一つででもあるかのように，他に転売きるべき道
「d 
理がない」として，衆院選と知事選とを峻別するよう訴えた(徳島， 1951年2月19日)。なお，こ
の社説を執筆したのは，後に徳島新聞の社長となる前川静夫であった。
三木もかかる批判を受けることは承知の上で，蔭山支援を決めたはずである。では，三木が蔭山
を支援したのは，いかなる理由からだろうか。第ーに，国民民主党が自由党に対して完全野党の立
場をとっていたことである。党の幹事長として，三木は党の方針を道守しなければならず，このた
め三木は自由党からの保守連合の申し入れを断っている(徳島， 1951年2月19日)。独自候補を擁
立せず，自由党の阿部邦ーの支援を否定したことで，国民民主党が取るべき方途は，無所属の原か
社会党の蔭山のいずれを支援するかとなった。第二に，原菊太郎の人間関係である。原は岡田勢ー
や衆院選で落選中の秋田大助と近い関係にあり，三木かちすると原知事の誕生は，徳島県政におい
て他の国会議員の発言力が強まることを意味した。加えて，原と，柏原大五郎や長尾新九郎との関
係が悪かったことも重要である(徳島， 1951年4月2日)。柏原と長尾は三木の有力な後援者であ
り，この点からも三木は原を推すことはなかった。こうして保守連合の否定と原の人間関係から，
三木は蔭山支援を決めたのである。ただし，三木の声明にあるように，国民民主党は社会党の平和
三原則を否定していたため，蔭山支援の条件として社会党からの離党を求めたわけである。
この三木の方針は，国民民主党内の一致をもとにしていたわけではない。留意すべきは，この三
木声明は，あくまでも三木個人の対応を表明したものということである。この声明が発表されるに
至るまで，国民民主党は，三木，岡田勢一，紅露みつ(参議院)の3名の国会議員を中心に協議
を重ねていた。そのなかで，三木は蔭山を，岡田は原を推した。岡田は三木の行動を強く批判し，
親交の深かった原を支援する姿勢を崩さなかった。結局，国民民主党は知事候補を一本化できず，
三木，岡田，紅露の聞で，①知事選については各自が独自の行動をとる，②同時期に実施される県
議選には協力して国民民主党の公認候補をたてる，ということで一致した(徳島， 1951年4月2
日)。三木が蔭山を個人的に支援すると述べたのも，この合意に基づいたためであった。
国民民主党は知事候補者の支援について，個別に対応することになった。ところが，国民民主党
の知事推薦をめぐる紛糾は，三者合意の後も続いた。 3月27日，民主党の本部は蔭山の推薦を決定
した(徳島， 1951年3月28日)。三木の意向によるものであろう。しかし，翌28日に開催された三
木，岡田，紅露の三者会談で，蔭山の推薦を取り消すことを決めた(徳島， 1951年3月30日)。岡
田と紅露が蔭山の推薦に不満を抱き，特に岡田は，国民民主党は知事選ではどの候補も推薦せず，
国会議員は個別に行動するという，先の協定に反すると強く主張し，三木もこれを受け入れた。
こうして， 1951年の徳島県知事選挙は， 3人の候補者が括抗して争われた。 4月30日の投票で
は，どの候補も法定得票数の8分の3以上の票を得られず，阿部と蔭山による決選投票が5月18
日に実施されることになった。決選投票の焦点は，原が獲得した票の流れであった。結果，原の票
の多くが阿部に流れて，阿部が当選を果たした。その要因としては，①三三木の声明を受け，蔭山が
社会党を離党して出馬したことで蔭山の政治姿勢に対する批判が高まったこと，②保守と草新の対
決となり，この対決構図の場合には保守王国の徳島では保守が優位となった，ことがあげられる。
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三木がこの知事選で苦戦を強いられたのは，やはり有力な知事候補を持たず，ここでも岡田勢ー
との調整がつかなかったことにあった。蔭山を応援するために県内を回った際，三木は「食事が喉
を通らぬJ，I重い荷物を背負ったものだ」と嘆いていたという4から，劣勢となっていることはよ
く痛感していた。三木にとり，知事選は二回連続で支援した候補が敗れる結果に終わった。
第3意原菊太郎知事とま木武夫
第1節原菊太郎知事の誕生
1954年1月6日，改進党の徳島県支部の常任委員会が開催され，翌年4月の県知事選挙への対
応が協議された。この常任委員会では，知事候補として1953年の衆院選で落選していた秋田大助
を推す声があがったが，具体的な人選は行わず， I各方面の勢力を結集して公正な人物を立て，挙
党一致で応援する」ことで一致するにとどまった(徳島， 1954年l月7日)。すでに見たように，
前回の知事選で候補者をめぐって党内が割れ，その結果敗北を喫しており，改進党は同じ轍を踏ま
ないよう，知事選候補の人選について慎重な姿勢をとっていたのである。前回の知事選の際に党内
で知事選の候補者をめぐって相譲らなかった三木と岡田も，この知事選では自重していた。慎重な
姿勢がとられるなかでも候補者選定の動きは継続しており，人材難も一因となって，常任委員会で
も名前の挙がった秋田大助の動向が注目された。
その後，しばらく知事選を巡る目立つ動きはなかったが，選挙を一年後に控えた4月6日にな
り，前回の知事選に出馬した原菊太郎が，東京で再度知事選に出馬することを表明し，徳島県選出
の国会議員を中心に，有力者に対して支援を要請した。
原が出馬表明を行うと，改進党の県議団は原を推薦する方向に傾き始め， 5月7日には原を支持
することでほぼ固まった(徳島， 1954年5月8日)。県議固としては，近く開催される予定になっ
ていた党支部の常任委員会で原菊太郎を推薦することを決定したい意向であった。しかし， 5月16
日になって，党本部と知事選問題を協議するために上京していた林幸一常任委員から，県支部に対
して，原の推薦をしばらく見合わせるよう通達された。これは，三木興吉郎参議院議員の意向を受
けてのものである(槽、島， 1954年5月17日)。三木輿吉郎は原菊太郎との関係が良くなく，改進党
県議聞が原推薦を決めたのは早計であるとして批判していた(徳島， 1954年5月18日夕刊)。三木
輿吉郎は緑風会所属であったものの，改進党県支部にも影響力を有しており，これを受け，秋田の
動向が再び注目を裕びた。すでに秋田は知事選への出馬を否定しており(徳島， 1954年2月16日)， 
5月18日に行った記者会見でも「知事選に出る意志は全くない。改進党県支部の原氏推薦を期待す
る」と述べ，改めて知事選に出馬しないことを明言した(徳島， 1954年5月19日)。もともと秋田
と原とは近い関係にあり，原が知事選への出馬を表明したなかで，秋田は自らも出馬することで原
と競合することや，原の出馬断念を招くような事態を避けた。また，秋田自身，衆院選出馬への意
欲を有しており，秋田と原との聞で，秋田が衆院選に，原が知事選に出馬して互いに協力し合うこ
とで一致していたことも，知事選に出馬しない理由となっていた(徳島， 1954年5月18日夕刊)。
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秋田が知事選出馬を改めて否定したことを受け，改選党県支部は5月21日，原菊太郎の推薦を正
式に決定したのである(徳島， 1954年 5月22日)。
知事選の候補を推薦する過程において，三木は終始慎重な姿勢を取り続けていたといえる。その
主因は，候補者をめぐって党内対立を避けることにあった。それまでの知事選で候補者について党
内をまとめきれなかったことからの対応であった。とはいえ，三木が候補者の推薦にあたり全く受
動的な対応だったわけでもない。この時の知事選において，三木の意中の人物だったのは，秋田大
助であった。三木は，前|己!の選挙のような三つ巴の争い在避けるべく，秋田を候補者として社会党
と連携することを模索していた。社会党との連携から言えば，社会党内に原を推す戸もあったこと
から，原菊太郎の推薦は有力な手段であった。しかし，原が出馬を表明した後に協力を要請された
際にも，三木は「今後関係者の意向をただしたうえ，党議にかけて決定したい」と述べて原への支
援を明言しなかったように，三木は原菊太郎の推薦には消極的だった(徳島， 1954年4月7日)。
すでに見たように~_.木の後援者だった柏原大五郎や長尾新九郎と，原との折り合いが君、< ，ここ
でも三木が原を推しにくい状況だったためである。三木が直接秋田に知事選への山馬を説得してい
たことは， 5月18日に秋田が会見した際に知事選への出馬に関して， 1三木武夫，三木興古郎両氏
からずい分すすめられたことは事実だが，お断りしてある」と述べていること(徳島， 1954年5
月19日)からも明らかである。しかし，三木も衆院選出馬を繰り返し述べていた秋田の擁立が困
難なことは認識しており，最終的に秋田の擁立を断念したのであった。
他方，社会党も候補者の選定の結論を容易に出せずにいた。社会党は，独自候補擁立を模索して
いた。しかし，候補者の人材難から，候補者を選定できなかった。独自候補左して谷光次出納長や
前知事で衆議院議員となっていた阿部五郎の出馬も検討されたが，党内には原を推薦して改進党と
連携しようというグループも存在していた。さらに，右社県連からは，前回の知事選で敗れた蔭山
茂人を擁立する動きが出始め，蔭山も出馬に前向きの姿勢を示した。しかし，社会党は候補を一本
化することができず，最終的に独自候補の擁立を断念するに至った。
社会党が候補擁立を断念した結果，知事選は現職で自由党の阿部邦ーと無所属の原菊太郎との争
いとなった。 1955年4月23日に実施された投票の結果，原が阿部を抑えて，知事に当選した。
三木にとって原菊太郎知事の誕生は，徳島における自らの権勢という観点からする左望ましいこ
とではなかった。前述の上うに，原は岡田勢ーや秋田大助左関係が深く，三木が原に影響力を持つ
ことができないためである。この結果をもたらしたのは，自らが推した候補者が二度続けて敗れる
という三木の失敗にあった。この失敗を挽回すべく，原知事が辞職した後の知事選では，強引な候
補者擁立を行うことになる。
第2節無投票による原菊太郎の再選 (1959年)
原が初当選した4年後の知事選は，原以外に立候補がなく，無投票で原は再選となった。しか
し，他の候補者の動きがなかったわけではない。特に，前回の知事選で原に敗れた阿部邦ーが出馬
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に意欲的で， 1958年9月に自由民主党徳島県連に対して次期知事選に出馬したい左して公認を申
請した。申請後，阿部は「党本部から 9月中に公認候補を決めてほしいといってきているが今の
ところ適当な人がいると思えないので党の面白にかけてもと思い，出馬を決意して公認を申し入れ
た」と自らの意図を説明している(徳島， 1958年9月8日)。前回の知事選で，原は無所属で出馬
しており，阿部は自民党としての公認候補が必要であると考えたわけである。阿部は前回の知事選
で落選後に自民党県連顧問となっており，県連としても阿部の申請を無碍に扱うことはできなかっ
た。もっとも，県連内には阿部の公認には消極的な意見が多数を占めていた。すでに県連は，次の
知事選を見越して原に対して自民党に入党するよう要請しており，知事選では原を公認ないし推薦
する意向だったためである。また，阿部では勝算の見込みが立たないというのも，阿部の公認に反
対が多かった一因である。阿部の公認申請を受け，県連は三三木興吉郎県連会長を中心に対応を協議
し，総務会に諮ることとした。 9月15日に開催された総務会では，冷却期聞を設けることとし，結
論を先送りとした(徳島， 1958年9月16日)。
一方，原に対する自民党入党の勧奨は，三木輿吉郎県連会長から三木武夫に一任されていた。三
木武夫は， 10月13日に上京した原知事と会談し，原に自民党県連の党友となって次期知事選に臨
むこと，その際には自民党が推薦するという案を提示した。原は知事選で中立を掲げて無所属で出
馬して当選した経緯から，自民党入党には消極的な姿勢だった。とはいえ，徳島県議会で議席の多
数を占める自民党の要請を断って自民党と対立することも，県政運営上から得策ではなかった。そ
のため，原は自民党県連の党友となることには同意した(徳島， 1958年10月14日)。
ここで三木が提示した党友とは，県連のなかに規定されていない制度であった。三木は県連の規
約を改正して党友制度を設けることを明言したが，実際には県連の規約は改定されなかった。後
に，三木輿吉郎県連会長は，I党友というのは県連の規約で定めた正式のものでなく，党の同調者，
協力者に与える一種の名称だと考えているJ，I党友を選挙のさい推薦候補とするかどうかの問題
は，情勢判断のうえ決める」と説明しており，三木武夫が原と会談した際に述べたことから後退す
る見解を示した(徳島， 1958年11月2日)。阿部に対して配慮したこともあるだろう。とはいえ，
原知事が県連の党友となったととで，自民党と原との接近は顕著となった。
原が党友となる左，阿部に対しては出馬を取りやめるよう働きかけがなされた。阿部は自民党県
連内からの支持を得られず， 12月5日に公認申請を取り下げざるを得なかった。
他方，野党の動きについて，社会党は，もともと原との関係が良好であり，適当な候補者を持た
なかったことから，知事候補を擁立しないと見られていた。また共産党も知事選に候補者を立てな
い方針で，早くから原の無投票再選が濃厚とされた。事実，届け出を出したのは原知事のみで，原
の無投票で再選を果たした。
第3節原菊太郎知事の三選 (1963年)
1959年に再聖された後，原知事が三選を目指すかが注目されていた。そうしたなか， 1962年7
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月26日，徳島商工会議所会頭の柏原大五郎が原知事と会談し，次の知事選に出馬するよう要望し
た。この会談後，原知事は記者会見を行い次期知事選への出，馬を明言し，三選を目指す意向を明ら
かにした(徳島， 1962年7月27日)。原の出馬表明を受け，翌年4月の知事選に向けた動きが出始
める。原に続いて，徳島県商工水産林務部長だった島勝福が， 10月1日に立候補を表明し，同月
末には自民党県連に対して推薦を申し入れた(徳島， 1962年10月2日)。島の推薦申請を受け，県
連は対応、を迫られることになった。
こうしたなか， 1962年11月6日，徳島入りした三木武夫県連会長5は，原知事に対して自民党入
党を要請し，原もこれを受け入れた(徳島， 1962年11月7日)。無論，突然にこの要請がなされた
わけではない。すでに8月から極秘に三木は原に入党を勧誘していた。原を自民党公認候補とす
るためである。三木は，自民党内に原に対抗できるような有力な知事候補がいなかったため，また
自身と原との関係が良好になっていたため，原を自民党に入党させて公認候補とすることとし，原
に入党を打診した。こうした三木の要請を原は容れたわけである。
原が自民党への入党を明らかにした翌7日，県連は総務会を開催し，知事候補の公認問題を話
し合った。すでに烹木は前日の段階で，原を公認したいという見解を明らかにしており，この総務
会で公認決定にまで持ち込む腹積もりだった。しかし，この日の総務会では，原が入党して即公認
することや，入党後も政党色を出さないと述べたごとへの不満などが出され，原と関係のよくなか
った三木興吉郎参議院議員や生田宏一衆議院議員も異を唱えた。そのため，この総務会では原の入
党は承認されたものの，公認問題については結論が先送りとされた(徳島， 1962年11月8日)。
もっとも，県連内はすでに原公認の流れとなっていた。 1週間後の16日，県連は地方選挙対策特
別委員会を開催し，知事選の公認問題を協議した。三木はこの委員会出席のために再度徳島に戻
り， "1七日の総務会では原知事の入党を決めたばかりですぐ公認というのもどうかと思ったし，他
に公認申請者があるかもわからないと思い，今日まで見合わせた。しかしほかに希望者もないよう
だし，原知事からは十六日付けで正式に公認願いが出されたので決定したい」と述べて，原知事を
公認したい意向を明らかにした。これに対して，原の公認に慎重な意見が出されたが，三三木が原の
公認を再度主張し，一週間前には公認に異論を唱えた三木興吉郎や生田宏ーなども反対せず，原を
公認するととが決まった。公認決定後，原は「満場一致で公認していただき，感謝する。信頼する
三木会長のお骨折りで公認にしていただいたのだから，会長のご指導に従ってゆけば，党員の皆さ
んにおしかりを受けるようなごともないと思う」と発言している(徳島， 1962年11月17日)。
原の自民党入党から公認までの過程からもわかるように，原が知事となった時期と比較して，こ
の段階において三木と原は密接な関係となっていた。もともと原は，岡田勢ーや秋田大助と近い関
係にあったが，無所属の立場を貫いていた。その原が，従来の自らの信条を覆してまで自民党に入
党したのは，三木との関係からだったといえる。新産業都市の建設や鳴門架橋の問題など，徳島の
県政を推し進めるうえで，原は中央政界における実力者になっていた三木の力を必要とした。一
方，三木にとっては，知事との関係を強化することで，徳島県内において自らの影響力を強めるこ
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とができる利点があった。この段階で，原が依然として秋田大助との関係を最重視していたことに
は変りなかったが，それでも原との関係を良好なものとしておくに越したことはなかった。こうし
た利害の一致から，三木と原との接近がなされたのである。
他方，社会党は原を推薦する意向だったが，自民党入りしたことで困難となり，新たに候補者の
選定に迫られた。初代知事を務めた後に代議士となっていた阿部五郎県連会長は，知事候補につい
て，原菊太郎知事が自民党員となったために対決せざるをえない，社会党から対立候補を立てたい
が勝算のない選挙をやるべきでない，島勝福を公認や推薦する考えはない，として独自候補擁立に
否定的な考えを示した。結局社会党県連は，阿部会長の発言にあったように，知事選に公認，推薦
候補を出さないごとを決定した。ごれにより，原知事と島勝稿左の問で戦われることとなった。
原の公認を決めた自民党県連は，原への支援を強化させていく。 1963年2月15日，県連は原の
当選を期するために県連主体の選挙体制を組むこと，伊東董県議会議長を選挙事務長とし，原因武
夫，唐渡昌二岡県議が選挙戦の計画を立案する方針を確認した(徳島， 1963年2月16日)。これら
の県議はいずれも云木武夫派であり，こうした選挙体制も三木と原との接近を示している。
投票は4月17日に実施され，原が三選を果たした。両者の得票差は約5万票であったが，原は
徳島市，小松島市，美馬郡で島の後墜を拝しており，予想外の島の善戦であった。それまで無所属
で出馬していた際に得ていた革新業が島に流れたのが善戦のー閣となった。
原の三選について，三木は「今回の知事選挙は原氏が自民党入党後初の選挙で，県連としても大
きな責任を感じていたが，県民多数の支持により当選したことは非常にうれしい。原氏はこの選挙
を契機として新しい出発のつもりで県政刷新を行い鳴門架橋，新産業都市指定など県発展の基礎づ
くりに全力をあげてもらいたい。中央でも極力原県政を助ける」と述べ，引き続き原が県政を担当
することへの期待感を示し，自らは手助けをすることを明らかにした(徳島， 1963年4月18日)。
第4章武市恭信知事の誕生と三木武夫王国の完成
自民党に入党して三選を果たした原菊太郎知事による県政は，徳島において支配体制を確立して
いた三木武夫との関係が良好だったごともあり，盤石と見られていた。しかし， 1963年12月にな
り，原知事は脳出血で倒れ，入院を余犠なくきれた。現職知事が倒れたことで，後継問題が俄に浮
上した。候補者として何人かの名が出ていたが，特に有力候補として，三木輿吉郎参議院議員と武
市一夫副知事があげられていた。
三木輿吉郎は， 1964年1月7日に開催された自民党県連の役員会で， I県連の総意:で推されたら
知事選出馬もあり得る」と述べ，立候補への前向きの姿勢を示した(徳島， 1964年1月8日)。他
方，副知事の武市一夫は，原との関係が深く，早くから原の後継者と目されていた。その武市一夫
を自民党所属の県議出名が後任の知事候補に推していた。三木輿古郎への「反動として結集した
のが実情J6とも言われている。とまれ，多くの県議からの支援を集めていた武市一夫は，有力な
知事候補と目されていた。この知事候補をめぐる争いは，原知事が1964年6月に公務に復帰した
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ことで一旦は立ち消え左なった。それでも，原が任期一杯を務めることは不口I能左見られており，
実際に原知事は，盟1965年8月17日，県議会議長に辞表を提出するに至った。原の辞表提出により，
10月に知事選が実施されることになり，候補者の選定に向けた動きが慌ただしくなっていく。
この間，知事選にも意欲を示していた三木興吉郎は， 1964年11月の参院選に出馬して3選を果
たしており，知事候補から外れていた。三木武夫も三木興吉郎の参院選出馬を支持していた。とは
いえ，三木武夫は武市一夫を知事候補とする志向な有していなかった。以後，白民党の徳島県連
は，原の後継をめぐって慌ただしさを増していくことになる。
原の辞表提出後，自民党徳島県連では公認候補の選定について，徳島と東京で相異なる動きが出
ていた。徳島では，県議21名が再度武市一夫の擁立を決めた(徳島， 1965年8月21日)。その後，
武市一夫を推す県議は26名にまで増加している。一方，東京では， 18日に徳島県選出の国会議員
からなる顧問団が知事選の対応を協議し，必勝を期して知事選に臨むことを決めたが，具体的な候
補者名はなかった(徳島， 1965年8月19日)。しかし， 21円，三木県連会長は，県選出の国会議員
のなかから擁立することを示唆した(徳島， 1965年8月22日)。これを受け，武市一夫公認を国会
議員に訴えるために県議グループが上京した際，ほとんどの国会議員は25日に開催予定の県連の
役員会と総務会の結果を待ちたいとして，武市一夫の公認を明言しなかった。三木武夫もこの県議
グループと協議した後，武市一夫の公認を事実上否定している(徳島， 1965年8月24日)。この段
階ですでに，三木武夫には意中の候補がいた。その人物こそ，衆議院議員の武市恭信であった。
武市恭信は，三好郡貞光町の出身で同町長を務めていた。地元の関係から三好出身で衆議院議員
だった真鍋勝の系統で，真鍋が自由党に所属していたと左もあって武市も自由党に所崩し， 1953 
年の衆院選に出馬したが落選した。その後武市は三木武夫の系統となり， 1960年の衆院選に再度
出馬するも落選し，翌1961年に三木武夫科学技術庁長官の秘書官となった。そして1963年の衆院
選で念願の当選をはたしたばかりであった。その武市を三木が知事候補に据えようとしていたの
は，自らの直系となる知事を持とうとしたためである。
三木は，徳島政界において自らの支配を確立する体制を作りあげていた。その体制の基軸となる
のは，直系の県議会議員と知事を持つことにあった。このうち，すでに，直系の県議については，
徳島県議会の約3分の1を自らの系統の議員で抑えていた。これにより，徳島においては三木が
最も勢力を持つようになってはいた。しかし，三木は第一回と第二回の知事選で敗北を興してい
た。その次の知事選では，原菊太郎に対抗馬を立てるとともなく，静観せざるを得なかった。二度
の敗北が尾を引き，秋田大助系統の原知事の誕生を許す結果となっていた。三木はこの知事選を，
過去の敗北を挽回して直系の知事を持つための好機と捉えたのである。
25日，自民党徳島県連の役員会と総務会が開催され， 26日まで公認申請を受け付けること，常
任顧問団に候補者の推薦を一任すること， 28日に総務会を聞いて最終的に決定するとと，などを
決めた(徳島， 1965年8月26日)。それまで武市一夫副知事を推していた三木武夫派の県議の多く
は，この総務会でほとんど発言をしなかった。すでにとれらの県議には，武市恭信を知事候補にし
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たいという三木武夫の意向が伝わっていたのであろう。県連の総務会の決定を受けて，在京の県連
顧問団は26日に知事候補の人選について協議し，全員一致で武市恭信を知事候補に推薦すること
を決定した。しかし，武市恭信はその場ではこれを受諾せず， 28日に開催される県連総務会の結
果を待ち，支持者と相談する旨を答えるにとどまった(徳島， 1965年8月27日)028日の県連総務
会では，武市恭信を公認候補とすることが満場一致で決定した。しかし，この日徳島へ帰った武市
は，ここでも態度を保留し，知事選への出馬を明言しなかった(徳島， 1965年8月29日)。
こうした姿勢からもわかるように，武市恭信は，知事選に出馬する意思を有しておらず，衆議院
議員として活動を続けることを望んでいた。最終的には知事選に出馬することになるが，出馬にい
たるまでの経緯について，武市自身は後年になって次のように回想しているら
私が指名されましたが，先ずは支持者に相談しなければと急逮帰郷しまして，超満員の町民体
育館の集会に出席いたしました。館内は熱気に満ち，武市を知事にするか，国会議員として更
なる飛躍を望むかで議論白熱。その結果，私は県知事への出馬を決意しました。
支持者の意向を受け，知事選に出馬したというわけである。確かに，原の入院後，武市の支持者
の一部から武市恭信を知事に推す動きも存在していたB。しかし，そうした支持者の動き以上に武
市の知事選出馬の要因となったのは，三木武夫の強い意向である。三木は，知事選出馬を難渋する
武市恭信を強く説得した。その説得の一端は，徳島に帰った際に知事選出馬への決心が揺らいだ武
市に， r武市は息をしておるのか，生きておるのであれば，男として決心変更は許されない。そう
伝えろJ9と述べたことにもあらわれている。三木は，武市恭信を知事選に出馬するよう強いたの
である。武市恭信は衆院選で当選するにあたり，三木から資金面や地盤的な援護を受けていた100
そうした経緯からも，三木の意向に反することはできず，武市恭信は29日に知事選出馬を表明す
るのである。
武市恭信の知事選への出馬は，三木武夫直系の知事が誕生する可能性が高まったことを意味し
た。しかし，他の国会議員は三木の強引な武市恭信の擁立に反対しなかった。その理由として，第
ーに，この段階で三木武夫と対時できるだけの力を持った国会議員が徳島では存在していなかった
ことがあげられる。 1947年と51年の知事選で，三木と知事候補をめぐって対立した岡田勢ーは，
1955年の衆院選で落選して政界から退いていた。この段階で参議院議員の三木輿吉郎も力を有し
ていたが，三木武夫に匹敵するほどではなく，またあえて対抗する動きをとっていなかった。他に
は，三木武夫直系の武市恭信と紅露みつを除くと， 1963年の衆院選で初当選の森下元晴，当落を
繰り返していた秋田大助と小笠公留で，三木武夫との力の差は歴然としていた。第二に，衆議院議
員にとり，武市の知事選への転出は対立候補が減ることを意味した。落選経験のある秋田と小笠，
一年生議員の森下が，武市の知事選出馬を反対する理由はなかった。特に秋田の場合，地盤の関係
で武市恭信の知事選出馬は好都合といえた。秋田は美馬郡を，武市は三好郡を地盤としており，隣
接する地盤で票を奪い合っていたためである。
こうして，県選出の国会議員により，武市恭信の公認が決まった。武市の公認を決定後，自民党
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県連は，三木武夫を選対本部長とする知事選対策本部を設置，各国会議員もこの本部の役職につい
た(徳島， 1965年8月30日)。国会議員総出で武市恭信を支援する体制がとられたのである。
他方，当初有力な候補と目されていた武市一夫は， 8月25日に自民党県連に公認申請を行ってい
た。県連が武市恭信を公認候補と決定した後も，原知事が武市一夫に出馬を促し11，武市一夫も自
民党から脱党して出馬することも検討したものの， 30日になって知事選への出馬を断念した(徳
島， 1965年8月30I:f夕刊)。勝算が見込めず，後日を期した方が良いと判断したためであろう o 原
菊太郎と密接な関係を築いていた武市一夫は，原同様に秋田大助の系統であった。三木武夫が自ら
の系統の知事を作り上げようとしていた際に，三木武夫が武市一夫の公認に賛成する可能性はなか
った。三木武夫派の県議の多くも，当初は武市ー央を支援していたが，三木武夫が武市恭信の擁立
を決めると，急旋回で武市恭信支援に回った。三木武夫の自派県議に対する影響力は絶大であった。
その他，前回の知事選に出馬して敗れた島勝福，社会党と民社党の統一候補の米村英彦，共産党
の青山照明もそれぞれ立候補し，武市恭信を加えた四人で知事選が争われることになった。 10月5
日の投票を前に，三木武夫は現職の通産大臣ながら徳島に入り，武市の応援を続けた。他の国会議
員も武市を支援し，選挙戦は武市優位で進んだ。投票の結果，武市恭信が50%以上の得票を得て
当選青果たした。武市恭信の当選後，三木武夫は次のように述べている(徳島， 1965年10月6日)。
武市君の圧勝に感動しているの有権者の良識ある判断力には頭の下がる思いだ。県民各位に深
い信頼と感謝の気持ちでいっぱいである。自民党が一致結束して最後まで敢闘したことも勝因
をなした。この多数の善意の上に武市君の勝利がもたらされた以上，武市新知事は決意を新た
にして県民の期待にこたえてもらいたいど思う o
自らの子飼いの県知事が誕生したことへの歓喜があらわれている。知事選におけるそれまでの失
敗を取り戻し，直系知事を持つという念願が果たされたためである。三木武夫が県議会議員と知事
を直系で持った己とは，徳島において三木武夫王国が完成したことを意味した。三木武夫の徳島に
おける権勢は揺るがないものとなっており，三木の全盛期を迎えたのである。
第5章徳島における三木武夫の勢力衰退と三木申三知事の誕生
第 1節武市四選問題 (1977年)
武市恭信知事は， 1969年と1973年の知事選でも当選し，三選を果たしていた。 1973年の知事選
では， 1965年に知事選出馬を断念した武市一夫が出馬，事実上の一騎打ちとなったが，大差をつ
けて当選し，万全の体制を敷いていた。しかし，この1973年の知事選の前から，徳島における三
木武夫の支配体制に対する反発がくすぶっていた。その一端が現れたのが， 1971年の参院選であ
る。三木輿吉郎の引退を受け，三木武夫派の県議だった伊東董が自民党の公認候補として，三木武
夫の支援を受けて立候補した。一方，この参院選では， 1969年の衆院選で落選していた小笠公師
も出馬した。小笠は自民党の公認を得られたかったために無所属での出馬となったが，小笠が伊東
を圧倒して当選している。三木武夫の推した候補が敗れるという結果は，三木の権勢に綻びが生じ
-14-
つつあったことを示した。それでも，三木が1974年12月に総理大臣になる左，主主木の徳島におけ
る勢いは最高潮に達したが， 1976年に総理大臣を辞任すると，今度はその衰退が徐々に顕著にな
っていく。
そうしたなか，武市知事は1977年3月4日の定例県議会において四選出馬を表明した(徳島，
1977年3月4日夕刊)。以後，武市四選をめぐって県政における対立が激化する。
武市知事による回選出馬表明の前，自民党の県議が属していた自民党県議員会では， 1976年3
月に内部対立が起こり，三木武夫派の12人が脱会して自民クラブを結成した。次いで，自民党県
議員会と自民クラブから 2名ずつ脱会して万代クラブを結成した。また，三木武夫派の県議が脱
会した後に自民党県議員会が割れ，保守系無所属となった議員による県政会が結成され，徳島県議
会はこの4会派に社会党と公明党を加えた6会派となった。万代クラブは1977年3月31日，自民
クラブを吸収，自民党県議員会から離脱した2名を加えた(徳島， 1977年4月l日)。しかし，そ
の後万代クラブ，自民党県議員会，県政会から計5名の脱会者があり，後にその5名のうちの3
名により新政クラブが結成されている。さらに， 5月10日，万代クラブの3名と無所属の3名が明
政会を結成し， 7会派となった(徳島， 1977年6月12日)。こうして，会派のN編成がなされた。
このうち，万代クラブは武市知事支持，明政会は武市支持と武市不支持が混在，新政クラブは中
立，残りの会派は武市不支持の立場をとった。
国会議員も武市四選をめぐって割れており，武市四選を支持したのは三木武夫と久次米健太郎の
みで，森下元晴は中立(後に知事支持)，野党の井上普方(社会)，広沢直樹(公明)に加えて自民
党の小笠公留と後藤田正晴は四選不支持を鮮明にしていた。武市知事が四選出馬を表明した直後か
ら，すでに知事選の対立の縮図ができあがっていた。
武市不支持の会派は， 3月30日に武市知事回選出馬断念勧告決議案を議会に提出し，同案を可決
させ，さらに不支持の会派を糾合して県政刷新議員連盟を結成し，武市の四選阻止と対抗馬の出馬
を決定した(徳島， 1977年3月31日)。徳島県議会で，保草連合が成立したのである。この時，県
政刷新議員連盟に参加したのは22名の議員であった。同連盟が4月11日に政治団体として届け出
た際に，公明党の2名の県議が脱退した(徳島， 1977年4月12日)ものの，定数41名の徳島県議
会の過半数の議員が，武市不支持の立場をとっていたのである。従来，徳島県議会の約3分のl
は三木武夫派の県議で占められており，このこ左が県議会，ひいては徳島県政において木武夫
が影響力を有していた要因のーっとなっていた。確かに，三木派以外の自民党の県議と野党の県議
を合わせれば三木派の県議を凌駕するが，それまでそのような保革連合が成立することはなかっ
た。その意味で，県政刷新議員連盟の結成は，自民党成立後の徳島県政における画期的な出来事で
あった。このような県議会のあり方は，知事選にも大きな影響を与えることになる。
さて，県政刷新議員連聞は，武市四選反対の旗印のもt結束していたものの，共体的な対抗馬の
擁立については容易に決まらなかった。当初，県外在住の徳島出身者の擁立せどはかり，特に香川大
学学長の円藤真ーに出馬を要請していた。しかし，円藤が出馬を固辞し，他に有力な候補も不在だ
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ったため，県政刷新議員連盟の県議から候補者を出すことが検討された。そのなかで，三木申三を
推す意見が連盟内で高まり，三木申三も知事選への出馬を決意した。
この知事選で，武市不支持，ひいては反三木武夫の動きが表面化したのは，いかなる理由からだ
ろうか。その主因となったのは， 1976年12月の総選挙で後藤田正晴が当選していたことであろ
う。後藤田は， 1974年7月の参院選に徳島選挙区から出馬し，現職の久次米健太郎との聞で激しい
選挙戦を展開した。阿波戦争とも徳島戦争とも呼ばれるこの参院選は，金品の飛びかう激しい選挙
戦となり，後藤田は自民党公認候補となったが，落選した。この選挙の雪辱を期して後藤田は
1976年の衆院選に出馬して当選し，以後反三木武夫の動きを主導していくことになる。その嘱矢
となったのが，この知事選である。後藤田は，この知事選で「知事選挙の候補者選びに苦慮してお
った時，三木申三さんに白羽の矢をたて，その担ぎ出しに〔森田茂徳島新聞社社長と〕協力し合っ
た」と回想しており12，武市恭信の対抗馬の選定に深く関与したことを灰めかしている。後藤田の
出現は，徳島政界における勢力図が塗り替えられる契機となっていく。また，後藤田と社会党選出
の衆議院議員の井上普方が叔父甥の親戚関係にあったことも，見落とすことができない。この関係
が，武市四選反対という共通の目的のもと，保革連合成立を促進させたからである。
第二には，地元の徳島新聞が武市四選に批判的だったことである。武市の四選出馬表明後， w徳
島新聞』は3月6日に r知事四選出馬」への疑問」と題する社説を載せ，武市の出馬を批判した
(徳島， 1977年3月6日)。また4月18日から15団連載の「武市県政を総括する」が， 8月1日か
らは5回連載で「担迷深めた武市県政」が掲載された。武市県政を検証する連載で，いずれも武
市知事の多選を批判している。例えば，T武市県政を総括する」では，連載の始めに， rこの企画は
世上騒然たる『武市知事四選阻止』または「四選支持』の運動となんのかかわりもない」と断って
いた(徳島， 1977年4月18日)が， r動かぬ王様Jr後継者つぶし 副知事専断の弊Jr道路最下
位の整備率Jr農業打つ手ちぐはぐ」など，武市県政の批判の見出しが並び，かっ連載の結びで
は， r武市県政の三年十二年は，あまりにも長過ぎないか。武市知事は，いまなお“限界"を感じ
させないだろうかJ(徳島， 1977年5月4日)と，暗に四選を批判している。無論，地元の新聞に
こうした武市県政を批判する連載が掲載されたことに三木武夫は不満を述べていたという130
こうした連載が掲載された背景として，徳島新聞社の森田茂社長の意向が少なからず反映されて
いたことを指摘できる。後藤田は，先の回想に続けて「新聞社の社長という中正な立場もあって慎
重な構えを崩されなかったが，県政の刷新発展にかける森田さんの情熱には心打たれるものがあっ
たJ14とし，三木申三も「私が，知事選に出馬を決意した時も，森田氏のもとを訪れた。そして，
お考えをお聞きして，私は自分の信念が決して間違いのないものであることの自信を深めたJ15と
述べており，両者は，武市県政に批判的なスタンスをとっていた森田が，三木申三の知事選出馬を
後押ししたごとを灰めかしている。
こうして知事選は，現職の武市恭信，三木申三，共産党の青山照明の3人により争われること
になった。
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ところで，知事選の告示前から，今ひとつ問題となっていたのが自民党の公認問題である。
三木申三は，保革連合による出馬だったため無所属で出馬した。社会党は8月13日に三木申三
の推薦を決め，公明党や民社党は自主投票を決めたが，三木申三への支持が多かった。その他，経
済人や文化人を集めた「躍進県勢を創る会J，県評，県議会の自民党県議員会なども三木申三を推
薦していた。こうした三木申三への推薦や支持を決めた各種団体の連合組織として8月29日， r新
しい徳島をつくるみんなの会」が組織され，選挙母体として活動することになった(徳島， 1977 
年8月30日)。三木申三は県政の刷新をめざす団体を糾合し，広い支持を集めていった。
他方，武市知事は自民党に公認を申請したが(徳島， 1977年7月28日)，その扱いをめぐって県
連が紛糾した。武市知事派が武市の公認を求めたのに対して，武市不支持派は1974年の参院選で
武市が無所属の久次米健太郎を支援したことなどを理由に武市の公認に反対していた。両派は党本
部への公認申請を決定する県連の総務会開催をめぐって対立し，不支持派は開催延期を求めた。武
市不支持の立場をとる小笠公留県連会長も総務会開催には消極的であったが，知事支持派は総務会
の開催を強行し，武市の公認を決めた。この決定をもって鈴木利市県連副会長は上京し，党本部に
公認するよう求めた。武市不支持派はこの決定を無効と主張し，対立は激しさを増した。公認申請
を受けた党本部も対応に苦慮しており， 8月30日になって武市の公認を見送り，代わって党籍証明
を出すことを提案した(徳島， 1977年8月31日)。その後，最終的にこの問題は，福田魁夫総裁名
で政治団体確認申請書が徳島県選挙管理委員会に出されたことで落着した。武市の公認は見送られ
たものの，武市は自民党を名乗ることが可能となり，自民党は事実上は武市を支援することになっ
た。
投票の結果，武市恭信が約1500票の差で辛うじて三木申三を抑え，四選を果たした。三木武夫
は武市恭信を支援したが，この票差は，徳島県内における三木武夫の権勢が衰え始めていたことを
象徴していた。この衰えが加速するなかで， 4年後の知事選が行われることになる。
第2節武市恭信の敗北と三木申三の当選
回選を果たした武市知事は， 1981年2月12日，自民党県連に知事選の公認を申請し，五選目を
目指すことを明らかにした(徳島， 1981年2月13日)。三木武夫は武市の出馬を支持したが，三木
派の県議のなかには，武市が四選された段階で4年後の知事選挙には出馬しないと見る向きも存
在していた16。一方，前回の知事選で武市に迫った三木申三も 2月27日，武市の多選阻止，県民の
ための県政を掲げて再出馬を表明した(徳島， 1981年2月28日)。前回の知事選で接戦を演じた両
者が再び相まみえる構図となった。
自民党県連では，常任顧問団が公認問題を協議し，森下元晴県連会長に対応を一任していた。森
下は3月22日の県連大会において，自らの政治生命をかけて決めるとの決意を示し(徳島， 1981 
年3月23日)， 4月18日になって武市の公認を党本部に申請することを決断した(徳島， 1981年4
月19日)。これを受け，自民党本部も，武市の公認を決定した(徳島， 1981年6月24日)。
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ところが，自民党県連内には森下会長が武市公認を決断した段階から，武市公認への不満がくす
ぶっていた。そして， 6月13日には自民党県連青年部の一部が三木申三を推薦することを決議(徳
島， 1981年6月16日)，また県連が武市公認を決めた後の6月26日には自民党内の反武市知事派が
「新しい県政をめざす自由民主党の会」を結成し，やはり三木申三の推薦を決めた(徳島， 1981年
6月27日)。前回の知事選で三木申三の支援した県議による県政刷新議員連盟や，支持母体となっ
た「新しい徳島をつくるみんなの会」はここでも活動しており，武市不支持の動きは前回以上に拡
大していく。
そして，自民党内の武市支持派と不支持派との対立は， 7月25日に開催された自民党県連の臨時
大会で決定的となった。この大会では，公認候補となった武市恭信の必勝を期する決議がなされた
が，武市不支持派は不満を抱き，壇上でもみ合いとなるなかで，決議が採択された(徳島， 1981 
年7月27日)。こうして，自民党県連は分裂して知事選を戦うことになった。
他方，三木申三は武市不支持派を結集させるため自民党に公認を申請せず，自民，社会，公明，
民社の各党に推薦を依額していた。これを受け，武市を公認した自民党を除く各党は，それぞれ三
木を推薦していった。社会党は，三三木申三との間で政策協定書を作成し，県政の基本姿勢を確認し
たうえで推薦を決めた。これにより，前回の知事選に引き続き，保革連合が成立した。公明党と民
社党も三木申三の推薦を決定している。各党は武市の五選に反対しており，この反対を最重視し
て，三木申三を推薦したのであった。
知事選は9月2日に告示され，武市恭信と三木申三のほか，共産党から石川兼千代，その他ー
名が立候補し， 4名で争われた。投票の結果，三木申三が250，150票，武市安信が222，613票で，約
3万2千票差をつけて三木が当選し，前回の選挙の雪厚を果たした。武市恭信が敗れた要因として
は，多選批判に対する明確な反論を打ち出せなかったことが挙げられよう。
三木申三の当選により，三木武夫は直系の知事を失った。三木武夫にとり，その影響は決して小
さいものではなかった。三木申三に約1500票差まで詰め寄られた前回の知事選や， 1979年の衆院
選で戦後初めてト γプ当選を逸したことが象徴しているように，総理大臣を辞任した後，徳島にお
ける三木武夫の権勢は明確に衰退し始めていた。直系の知事を失ったことにより，その衰退が加速
していくごとになる。確かに，徳島県議会において，三木武夫系統の県議は数の上では依然として
最も多かった。しかし，三木申三知事の誕生後，後藤田正晴の系統の県議が徐々に増加していき，
さらに三木知事に表立つて対抗しない三木派の県議も出始めていた170 こうしたことから， 1981年
の知事選は，徳島政界における勢力図が大きく変動する契機となったのである。
この4年後の1985年の知事選は，二期目を目指す三木申三と，徳島市長を辞して知事選に出馬
した山本潤造との一騎打ちになり，三木申三が再選を果たしている。山本潤造は秋田大助系統であ
り，三木武夫はこの知事選で自派の候補を立てることもなかった。三木派の県議は山本を支援した
が，すべての三木派の県議が支援したわけではなかった18。三木武夫も積極的には動かなかった。
三木武夫は1988年に死去しており，知事選に関与したのは，これが最後となった。
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おわりに
本稿では，三木武夫が徳島県知事選挙にどのように対応したのかを明らかにした。
1947年と 1951年の知事選で自らが支援した候補者が敗れたことで，三木は1955~の知事選では
静観の構えをとった。それにより，原菊太郎という有力知事が誕生したが，原は三木の系統ではな
かった。この時期，徳島政界において三木の権勢は揺るぎのないものとなりつつあったが，その三
木をもってしても，一端有力な知事が出現すると，その知事に代わる人物を擁立することは困難で
あった。そのため，三木は原知事との関係を深めていった。それでも原は三木の系統になることは
なく，衆院選では三木を支援することはなかった。こうしたことから，三木はi直系の知事を持つこ
とに執着するようになる。そして，原知事が病気で1965年に辞職すると，自らの直系であった武
市恭信衆議院議員を知事選に出馬させ，当選させた。直系知事を有したことで，徳島における三木
武夫王国が完成した。その後三木武夫が総理大臣を辞任した後，徳島政界では後藤田正晴が当確を
現し始めていた。 1977年の知事選では，武市不支持の勢力は糾合して三木申三を擁立した。この
ときは武市が辛うじて当選したが，三木武夫の県内における権勢は次第に衰えて行き， 1981年の
知事選で直系の武市泰信が三木申三に敗れた。これにより，三木武夫の徳島における勢力の衰退に
は拍車がかかった。武市泰信の敗北は，徳島政界における勢力図を塗り替える契機となった。つま
り，三木武夫の徳島知事選への影響力は，三木の徳島における権勢の度合いが深く関わっていたの
である。
自らの選挙を優位に進め，支援体制を強化することができるため，政治家は直系の知事を持つこ
とを望んでいた。三木もまた然りである。とはいえ，政治家の選挙区における権勢は，直系の知事
を持っか否かだけで定まるわけではない。選挙区内の支援体制と，中央政界においてその政治家が
有していた力により規定されるものである。本稿では，徳島における三木武夫の支援体制の一要因
を明らかにしたに過ぎない。知事選だけではなく，徳島における三木の支援体制の全体像と，中央
政界における三木の力がその支援体制にどのように影響していたのかを考察する必要がある。これ
らの問題については，今後の検討課題としたい。
1後藤田正晴『情と理後藤田正晴回顧録』上巻，講談社， 1998年， 346頁。
2徳島県知事に言及したものとして，堺正一朗『徳島政界 阿波の天の声」東四国新聞社， 1989年，および福
田憲熊『歴代徳島県知事列伝」福田憲照.2007年。
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4樋口政市『高峰に風雨あり』寓峰に風雨あり刊行会.1997年.67頁。
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6 r徳島毎夕新聞j1965年8月21日。
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13谷回医氏インタビュー (2011年9月14日)。当時，谷間氏は徳島新聞社東京支社に勤務。
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15三木申三「森田茂氏のことJ(前掲，森田茂追想録刊行委員会編「回想の森田茂~) 360頁。
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